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≪回答まとめ≫

年齢

回答数 n= 282

年齢 回答者数

10代 12

20代 65

30代 76

40代 57

50代 60

60代～ 12

職業

回答数 n= 270

職業 回答者数

学生 36

会社員 149

自営業 31

主婦 26

パート 12

アルバイト 2

公務員 1

その他 13

回答者の年齢分布については282名から回答があり、最も多かったのは「30代」で76名（27％）で

あった。次いで「20代」が65名（23％）、「50代」が60名（22％）と続いた。

回答者の年齢分布については270名から回答があり、最も多かったのは「会社員」で149名（55％）

だった。次いで「学生」が36名（13％）、「自営業」が31名（12％）と続いた。
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がんにかかった人が家族や職場にいるか

回答数 n= 297

有無 件数

いる 160

いない 134

わからない 3

がん検診は受けた方が良いと思うか。

回答数 n= 279

がん検診について 件数

非常にそう思う 204

まあそう思う 74

あまり思わない 1

全く思わない 0

がんにかかった人がいるかいないか調査を行ったところ、297名から回答があり、「いる」と回答し

たのが160名（54％）で、「いない」（45％）を上回った。

がん検診は受けた方が良いと思うかについて調査を行ったところ、279名から回答があり、「非常に

そう思う」が204名（73％）、「まあそう思う」が74名（27％）で、全体の90％が受けた方が良い

と思っているとの結果であった。
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がん検診を受けたことがあるか

回答数 n= 280

がん検診の受診歴 件数

ある 162

ない 118

がん治療と仕事は両立できると思うか

回答数 n= 212

資本金分布

仕事との両立 件数

非常にそう思う 23

まあそう思う 151

あまり思わない 32

全く思わない 6

がん治療と仕事は両立できると思うかについて調査を行ったところ、212名から回答があり、「まあ

そう思う」が最も多く151名（71％）が回答した。非常にそう思うの23名（11％）を合わせると、

全体の80％以上ががん治療と仕事は両立できると考えていることがわかる。

がん検診の受診歴について調査を行ったところ、280名から回答があり、「ある」が162名（58％）

で、ないの118名（42％）を上回った。
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がん治療によって自分の外見が変化することがあると思うか

回答数 n= 285

外見の変化 件数

非常にそう思う 127

まあそう思う 146

あまり思わない 10

全く思わない 2

がん治療で自分の外見が変化したら悩んでしまうと思うか

回答数 n= 278

外見の変化 件数

非常にそう思う 167

まあそう思う 108

あまり思わない 3

全く思わない 0

がん治療によって自分の外見が変化することがあると思うかについて調査を行ったところ、285名か

ら回答があり、「非常にそう思う」の127名（45％）と「まあそう思う」の146名（51％）を合わせ

ると、全体の96％ががん治療による外見の変化を気にかけているという結果になった。

がん治療によって自分の外見が変化したら悩んでしまうと思うかについて調査を行ったところ、278

名から回答があり、「非常にそう思う」の167名（60％）と「まあそう思う」の108名（39％）を合

わせると、全体の99％に上り、ほぼ全員ががん治療による外見の変化を恐れているという結果に

なった。
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がん治療による外見変化の悩みを美容師がサポートしているのを知っているか

回答数 n= 286

美容師のサポート 件数

知っていた 53

知らなかった 233

がん患者が自分らしく生きるには、職場、家族、地域社会のサポートが重要だと思うか

回答数 n= 284

周囲のサポートが重要か 件数

非常にそう思う 233

まあそう思う 51

あまり思わない 0

全く思わない 0

がん治療による外見変化の悩みを美容師がサポートしているのを知っているかについて調査を行っ

たところ、286名から回答があり、「知らなかった」が233名（81％）で、「知っていた」の53名

（58％）を大きく上回った。このことから、美容師のサポートについては認知度に課題があること

がわかる。

がん患者が自分らしく生きるには、職場、家族、地域社会のサポートが重要だと思うかについて調

査を行ったところ、284名から回答があり、「非常にそう思う」が233名（82％）と「まあそう思

う」の51名（18％）で100％となり、本設問の回答者全員が、がん患者が自分らしく生きるために

は、職場や家族、地域社会など、周囲のサポートが必要だと感がていることが分かった。
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この活動は、競輪の補助により実施しました。




